
「山梨工業会神奈川支部」 総会準備などの補足資料

   以前、私が神奈川支部長の時、本部役員中心に 山梨大学に関連した歌

   （楽譜、歌詞、編曲、音源など）を集めることになりました。

   その後 如何なったか知りませんが、私の手元にあるものを皆が使える様に

WORD バージョン（コピー・貼り付け可）にして連絡します。（ファイル添付）

   

今後ページを追加し、楽譜や音源など補充していき、今後の山梨工業会

神奈川支部総会などで使われることを期待します。

望月則男（46 精密修）令和８年３月



2018 年（平成 30 年）

第 46 回 山梨工業会神奈川支部（支部長 望月則男 精密修）総会に間に合わせて 下記 4 徽章

を用意しました。手描きですので 必要に応じて関連部署に正確なコピーをお問い合わせ願います。
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山梨大学 学生歌

「夢に向かって」

作詞：稲岡 俊一

作曲：上田 理沙

1. あおいキャンパス 大空に

思いのままに えがく夢

連なる山の その向こう

世界につながる こころざし

若さにかがやく 精鋭が

集う我等の 山梨大学

2.  野辺に季節の 花が咲き

自然の中に 恵まれて

歴史も深い この土地に

新たな栄光 築き行く

互いに誓った 精鋭が

集う我等の 山梨大学

3.  時の流れは、絶え間なく

学びの道は 果てしなく

力に満ちた まなざしで

未来をみつめて 進み行く

社会に役立つ 精鋭が

集う我等の 山梨大学





山梨大学工学部歌

「大空は真澄に明けて」

               作詞 南田昌三

作曲 平井廉三郎

１．大空は 真澄にあけて

  そびえたつ 芙蓉の高嶺

  めぐれるやまなみ 生気はあふれ

  清きかな われらが心   

２．新しき 世代を築く

    大いなる 思いをひそめ

    究めむ 工学技術の精華

    さかんなり われらが力

３．栄えある 伝統のもと

  新たなる 生命(いのち)を承けて

  求めむ 真理を光を仰ぎ

  工学部 われらが誇り     





山梨大学工学部 逍遙歌第一   

作詞作曲： 黒住薫潔

（土木/昭和２０年）

1． 皎々古都に月冴えて

  盛衰千古照らす時

  愛宕の山をさまよへば

  春の朧（おぼろ）の夢に似て

  綠に埋る里戀し   

2．塒(ねぐら)に急ぐ雁音と

    武田の杜をさまよへば

    武運つたなき名將を

    慕ひて落ちる紅葉に

    男兒熱血涙あり

3． 噫！(ああ)人の世は汚れしを

  行人我等若くして

  共に生き拔く友若し

  斧鉞(ふえつ)入らざる野を拓き

  名をこそ惜しめ健男兒   

4．歷史はめぐる幾度ぞ

    古城の松に風こもる

    果てぬ亂舞(らんぶ)の音絶へて

    東雲赤く流るれば

    嗚呼新雪の富士清し

    嗚呼新雪の富士清し





山梨大学工学部 逍遙歌第二   

作詞作曲： 黒住薫潔

（土木/昭和２０年）

1 嗚呼(ああ)靑春は花の夢

  春古城の逍遙を

  樂しむ人も乙女子も

  浮寢に結ぶ夢の夢

2．秋風白く立つ頃は

    甲斐の都に霧深く

    枯葉綾なす旅空に

    今日も嘆きの歌を聞く

3． 旅に疲れし其の時は

  浮身を野路に橫たへて

  愁ひを髙き暗空の

  星の光につなぐなり
  

4． 山峽遠き晩鐘に

    水の鏡を行く雲に

    旗亭の酒よ我が友よ

    湖畔の旅情誰か知る

5． 秋風既に幾星霜(いくせいそう)

  行人正に男兒なり

  至純の情をたぎらせて

  富士に流るゝ雲を見よ





山梨大学工学部 逍遙歌第三

「歸命の祈り」

1．春燎の甲斐の野辺

  栄華の夢に世は狂ひ

  花爛漫と香るとき

  痴人は迷い躍るとも

  せつなの酔に嘆あり

2．鳴呼若人よカ帰り来よ

  鳴呼思はずや先人の

  聖なる息吹に振はむや

  意気永久に若くして

  真理の海に舟出せん

3．鳴呼月廻り雲は去り

  星影清く冴ゆる時

  桂樹がかげに憩ひつつ

  いざ歌ひ来よ若人よ

  無言の啓示語るらん

4．秋繍條の風すさび

  滑の火赤くゆらぐ時

  別れの酒杯(つき)に汲みかはし

  宴の筵花のかげ

  今宵三年生(みとせ)の夢かなし



山梨大学工学部 逍遙歌第四

１．混濁の世を下に見て

  山邊近き學園に

  自治髙らかに嘯けば

  嗚呼富士嶺の雪清し

２．舞鶴の城をさまよひて

    歷史を遠く偲ぶ時

    櫻花亂れてひらひらと

    げに花こそは變りなし

３．武田の森に鳥鳴き

  彼地靜かに彷徨へば

  深き湖水に重い祕め

  名將地下に涙あり
  

４．山紫水明清くして

    學ぶ若人抱負あり

    げに梨工こそ天然の

    深き惠に浴しあり

５．嗚呼人生は短きも

  三耳の憂如何せん

  大天然そ極めつゝ

  悠久の路いざ行かん

  悠久の路いざ行かん



山梨大学工学部 逍遙歌第五

１．夭桃匂ふ甲斐の野邊

  花に戯る胡蝶あり

  湖水に霞うるむとき

  こは夢なりや人の世の

  醉鄕(すいがう)の地こゝにあり

２．城濠(じやうがう)蒼く夢を祕め

    薄日のかげも衰えぬ

    遠く飛ぶ鳥夕鳥の

    日暮れて途は尚遠し

    古城に嗚咽(おきつ)の友を見る

３．裾野に芒(すゝき)ゆらぐ時

  魑魅(すだま)も消えて月魄(しろ)し

  眞向ふ風は强くして

  眞理の道は遠けれど

  吾に生命(いのち)の備へあり肅   

４．茜染めたる旗雲に

    爛工の兆候(きざし)憂あり

    時代の濤は荒くして

    倫紀は亂れ擾るとも

    友に破卻(はきゅく)の毅魄あり

５．松風寒く肅々(せうぜう)と

  富嶽にあがる雪煙

  狂咲きたる白菊の

  理想の勝旗ひらひらと

  眞理の道に進むなり



「機械科音頭」機械工学科

１．山梨大学機械科は
  人も知る人も知る
  秀才揃いの粒揃い
  コチャエ コチャエ
  コチャ コレデモ日本一 コチャエー

２．山梨大学機械科は
    校庭に校庭に
    桜 つつじの咲く所
    コチャエ コチャエ
    コチャ コレデモ日本一 コチャエー

３．山梨大学機械科は
  毎年の毎年の
  クラスマッチにトップ切る
  コチャエ コチャエ
  コチャ コレデモ日本一 コチャエー

４．機山眠れる武田杜
    デッカンショ デッカンショ
    踊り抜くのは機械生
    コチャエ コチャエ
    コチャ コレデモ日本一 コチャエー

   ５．山梨大学機械科は
  行く所行く所
  メチにもてる奴ばかり
  コチャエ コチャエ
  コチャ コレデモ日本一 コチャエー



精密工学科曲

「都を西へ」

１．都を西へ四十五里

  四方をとりまく甲斐連山

  日夜仰ぎし富士の嶺に

  明日の己れを夢みつつ

  ああ学びゆく精密工学科

２．春夏秋冬過ぎゆきて

    いつしか我も甲斐男児

    空ゆく雲にあこがれて

    青雲の意気ははてしなし

    ああ進みゆく我ら精密工学科



電気工学科曲

「電気工学科の歌」

          作詞：横田 浩

          作曲：坂口五郎

１．新雪の富士を仰ぎ見て

  理想を高くかかげつつ

  若き血汐は たぎるなり

  電気の技術 磨くは我等    

２．栄えある伝統受継ぎて

    英気を永久に誇りつつ

    時代の文化を になうなり

    電気の技術 磨くは我等

３．現世濁り低くみて

  清き心の若人は

  精鋭の うでかざすなり

  電気の技術 磨くは我等



電気工学科曲

「エレキストの歌-1」
   

１．若い希望に胸躍らせて
  操るモーターゼネレーターよ
  服は油に汚れていても
  甲府娘が想を焦がす
  僕は梨工のエレキスト
  イージャン ソージャン 全くジャン

２．ドスやメリケン恐くはないが
   危険赤字の配電盤と
   あの娘の瞳がちょいと恐い
   襟のＥの字隠して行こうか
   僕は梨工のエレキスト
   イージャン ソージャン 全くジャン

「エレキストの歌-2」

１．若い希望に胸おどらせて
  あやつるモータージェネレーターよ
  服は油にまみれていても
  甲府娘が想いを焦がす
  僕は梨大のエレキスト ジャン
  イージャン ソージャン マッタクジャンン

２．ドスやメリケンこわくないが
  危険赤字の配電盤と
  あの娘の瞳がちょいと恐い
  えりのＥの字かくしていこか
  僕は梨大エレキスト ジャン
  イージャン ソージャン マッタクジャン



電子工学科曲

「電子科の歌」

１．内外彩る歴史秘め
  富士をし仰ぐ甲斐の地に
  精鋭すぐりかく集い
  青春の地を傾けて
  電子にいどむあゝ夢多し

   ２．青き山脈夕日のみ
     紅影さす高台に
     科学のおのをふりかざし
     文明の城築かんろ
     電子にいどむ意気高らかに

３．濁る浮世の海原に
  永久に輝く金字塔
  なにを秘められし深海の
  不滅の真理究めんと
  電子にいどむやよ勝んかな

４．時のつばさは速くして
     技術は日々に急進し
     ときすでに今熟したり
     電子にいどむ若人ら
     明日の栄光いざ歌わなむ
     あゝわれら梨大電子工学科



応用化学科曲

「応化フラ」 草津節メロディー

１．応化よいとこ
  一度はおいで
  青いお空に
  白亜の城よ
  歌う応化は   エレガントー
  全く素晴らしい   アウェー アウェー

２．ラボに一足
    入った時にゃ
    グッと鼻つく
    臭いのショック
    これがおいらの 目覚しさー
    全く素晴らしい アウェー アウェー

３．昼の休みにゃ
  電話のラッシュ
  町のあの娘の
  可愛いい声が
  耳をくすぐる この甘さー
  全く素晴らしい アウェー アウェー

４．ソヨと吹く風
    香りをのせて
    緑色濃い
    応化の園に

    集う乙女の    美わしさー

    全く素晴らしい  アウェー アウェー



醗酵生産学科曲

「醗酵河童音頭」 ブンガチャ節メロディー

１．おいら醗酵の一年生さ
  キュッキュキュ キュッキュキュ
  何も知らずに飲まされる
  ブンガチャッチャ ブンガチャッチャ

２．おいら醗酵の二年生さ
     キュッキュキュ キュッキュキュ
     さんだ騒いで知らん顔
     ブンガチャッチャ ブンガチャッチャ

３．おいら醗酵の三年生さ
  キュッキュキュ キュッキュキュ
  単位取るのに苦労する
  ブンガチャッチャ ブンガチャッチャ

４．おいら醗酵の四年生さ
     キュッキュキュ キュッキュキュ
     卒論前にしおおあわて
     ブンガチャッチャ ブンガチャッチャ

５．おいら梨大の醗酵生さ
  キュッキュキュ キュッキュキュ
  醗酵あっての梨大さ
  ブンガチャッチャ ブンガチャッチャ



醗酵生産学科曲

「発酵武田節（さけだぶし）」 武田節メロディー

１．甲斐の山々 陽に映えて われ研究に憂いなし

  ビール・葡萄酒・日本酒と

  何でもござれ 呑み別ける 呑み別ける

２．祖霊まします この神酒を 人に飲ませてなるものか

  神代ながらの美（うま）し酒

  白酒・黒酒（しろき・くろき）の この神酒を この神酒を

(詩吟)

  飲むこと 馬の如く 酌すること 溢るるがごとし

    回転すること 車の如く 酔うこと 天に遊ぶが如し

３．ツツジヶ崎の 前の丘 白亜に光る この学舎

  おのおの天下に雄飛する

  大志をいだく 発酵 武田節（さけだぶし）

発酵 武田節（さけだぶし）



土木工学科曲

「土木科音頭」
  

１．ドンナモンダヨネ ソリャ
  土木の意気はよ ソリャホイ
  電子やカジヤには負けはせぬよ
  ソリャホイ ナンジャラホイ ソリャホイ

２．鳥も通わぬよ ソリャ
    八丈島によ ソリャホ
    電車を通すは誰が為よ
    ソリャホイ ナンジャラホイ ソリャホイ

３．太平洋上はよ ソリャ
  昔の話よ ソリャホイ
  今じゃ海底汽車が行くよ
  ソリャホイ ナンジャラホイ ソリャホイ

４．ヒマラヤ崩してよ ソリャ
    印度洋を埋めてよ ソリャホイ
    広くなったよ世界地図よ
    ソリャホイ ナンジャラホイ ソリャホイ

５．娘やるならよ ソリャ
  土木のお方よ ソリャホイ
  色は黒いが気はやさしいよ
  ソリャホイ ナンジャラホイ ソリャホイ

６．どんな水でもよ ソリャ
        思いのままによ ソリャホイ
    恋の思いは防ぎゃせぬよ
    ソリャホイ ナンジャラホイ ソリャホイ



土木工学科曲

「スカポン節」

１．スカポン スカポンと音がする
  甲府の真ん中ダム造り
  世界一の発電所
  作る俺等が大仕事  スカポン スカポン

２．スカポン スカポンと音がする
    日本アルプス切り崩し
    世界一の防波堤
    築く俺等が大仕事  スカポン スカポン

３．スカポン スカポンと音がする
  天の河原の右左
  世界一の大トラス
  架ける俺らが大仕事 スカポン スカポン

  ４．スカポン スカポンと音がする
    北極南極一つなぎ
    世界一のエンジニア
    繋ぐ俺らが大仕事  スカポン スカポン

５．スカポン スカポンと音がする
  太平洋上にポールたて
   世界一のエンジニア
   建てる俺らが大仕事 スカポン スカポン

  

６．スカポン スカポンと音がする
    地球に彫刻する人は
    世界一のエンジニア
    土木建現の大理想  スカポン スカポン



寮歌
「芙蓉寮節」

１．思い出します芙蓉寮
真っ赤に燃えた火を囲み
スクラム組んで踊ってた
元気な兄等が目に浮かぶ
トコズンドコ ズンドコ ズンドコ

２．コンパコンパに夜が更けて
交わせし友の盃に
尽きせぬなごりだきしめて

  心に泣くは男故  
トコズンドコ ズンドコ ズンドコ

３．思い出多き甲府にも
これがしばしの別れです
いえいえそうではありません

  涙に浮かんだ無鶴城
   トコズンドコ ズンドコ ズンドコ

４．汽車の窓辺に寄りそって
送ってくれた人よりも
ホームの陰で踊ってた

  元気な兄等が目に浮かぶ
トコズンドコ ズンドコ ズンドコ



寮歌
「芙蓉寮出てから」

1．芙蓉寮出てから２０年ヨイヨイ

今じゃ梨大のへぼ教授 一度教壇に立つならば

いねむる学生が５万人

2．芙蓉寮出てから２０年ヨイヨイ

今じゃ上野のルンペンで 一度上着を取るならば

出てくるシラミが５万匹

  

3．芙蓉寮出てから２０年ヨイヨイ

今じゃ土方の親方で 一度サイハン振るならば

集まる土方が５万人

  

4．芙蓉寮出てから２０年ヨイヨイ

今じゃ発電所の親方で 一度停電にするならば

動かぬ電車が五万台

  

5．芙蓉寮出てから２０年ヨイヨイ

今じゃ造船のエンジニア 一度設計するならば

動かぬ船が五万せき

6．芙蓉寮出てから２０年ヨイヨイ

  今じゃ世界一の酒造り 甲州ブドウを腐らせて

酸っぱいお酒が五万石

  

7．芙蓉寮出てから２０年ヨイヨイ

今じゃ時計の修理工 一度修理をするならば

狂った時計が五万台



山梨髙等工業學校歌

「天そゝりたつ芙蓉の髙嶺」

          作詞：御園生桂三郎

          作曲：岡野貞一

1．天そゝりたつ 芙蓉の髙嶺

  千古の雪は 心の象徴(しるし)

  この天然の 妙なるわざを

  享けて起つなり我が甲斐の府に

  仰げや 吾等の高き理想(のぞみ) 

2．あゝ研鑽の 春秋三年(みとせ)

   まどゐ睦みて いざやはげまむ

   使命ぞ重き 工業科學

   我が日の本の いしずゑなれや

   つとめよ もろとも國の榮を

3．建業遠き 三千年の

  國の光を 心としつゝ

  麗の地に たけぶ男の兒の

  沖天の意氣を見ずやもろびと

  ふるはむ 吾等の若き力を



工作機械科曲

「工作機械科の歌」

          作詞：出久根正純

         

1. 夏深綠の山の麓

  冬アルプスの凩に

  鍛ふ梨工の健男兒

  工作の意氣誰か知る

2. 意氣と熱との工作が

    マークもＫの旗立てゝ

    鎧袖一觸なぎ倒し

    歌も髙く擧げん哉

3. 機山公の地に學び

  英雄の姿夢に見て

  嗚呼靑春の血は躍り

  意氣と熱とに生きん哉



通信工學科應援歌

          

1. あゝ靑春の胸に湧く

  若き血潮は火と燃えて

  希望を髙く望み立ち

  汗馬を誰か止むべき   

2.  萬朶の精よ吾が選手

    空も蔽ふ大鵬の

    今死を賭ける決戰に

    龍虎の意氣を君見づや

3.  今中原の草枯れて

  大空髙く野は廣し

  勝利の誇り天かけて

  天地どよむ鯨波聲(ときのこゑ)



山梨工專芙蓉寮歌

「男子の語らひ」

          作曲：坂口五郎

1. 嗚呼我れ芙蓉の地に集ひ

  眺むる秀麗我が鏡

  自から樂しむ浩浩の

  赤裸の姿誰か知る

2. 往々暴馮消え去りて

    鐘鼓饌玉我知らず

    萬古の愁影ひそめ

    清操是に香るかな

3. 殘夢の孤燈胸にして

  はるけき雲夢望みつゝ

  共に立たなむ滄溟の

  萬伋の山も己になし

4. 嗚呼我れ芙蓉の地に集ひ

    森茫孤舟來るとも

    紫石稜々渾べてなり

    遊子の思ひ今はなし



武田節                  （精密 5 期会：５S 会 懇親会にて）

作詞： 米山愛紫  

作曲： 明本京静

1. 甲斐の山々 陽に映えて

われ出陣に憂いなし

    おのおの馬は飼いたるや   

妻子に恙 あらざるや  あらざるや

2．祖霊まします この山河

敵に踏ませてなるものか

      人は石垣 人は城

情けは味方 仇は敵 仇は敵

疾(とき)    如(こと)       風(かぜのごとく)

徐(しずか)    如(なること)   林(はやしのごとし)

侵(しんりゃく) 掠(すること)   如火(ひのごとく)

不(うごか)     動(ざること)   如山(やまのごとし)

3．つつじヶ崎の 月さやか

うたげを尽せ 明日よりは

  おのおの京をめざしつつ

雲と興れや 武田武士 武田武士





風林火山

作詞：沢登初義

作曲：山本丈晴

1. あれは疾風(はやて)か 東海の

砂塵(さじん)を巻(ま)いて 騎馬は行く

怒濤(どとう)と起こる 勝鬨(かちどき)に

きらめく旌旗(しょうき) ああ 風林火山

2. 林徐(しず)けし 諏訪湖畔

剃髪(ていはつ)包む 緋(ひ)の衣(ころも)

武人の慕情 誰か知る

思い秘めたる ああ 風林火山

3. 仇(あだ)に向かわば 火のごとく

情けに立たば 山のごとく

かざす軍配 日月(じつげつ)の

光燦(さん)たり ああ 風林火山






